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政務活動費を使用した議員活動について
「２０２５年問題」社会保障・社会福祉について（研修：令和元年７月３日～５日・全国市町村国際文化研修所）

12月3日（火）～12月13日（金）
※会期中の日程は約１週間前の会議で決定します。

目　的
団塊世代が後期高齢者となる2025年に向けて、介護・地域包括ケアシステム、地域医療、認知症予防等につ
いて、今後どの様な仕組みづくりを進めていくことができるかを学び、半田市に活かしていきます。

学んだこと
○社会保障・福祉の政策は「2025年問題」だけではなく、団塊ジュニア世代が高齢者となる2040年を見据
えた改革が必要となってくる。

○2040年を見据え、健康寿命の延伸と高齢者就労拡大のための政策づくりを行う。
○自治体で介護支援に関わるボランティア活動を行った高齢者に対し、実績に応じて換金可能なポイントを付
与する「介護支援ボランティア制度」を行うことで高齢者の介護予防と地域活性化につなげていく。

○認知症対策として医療と福祉など多職種による連携を行う。
守山野洲医師会では地域全体で認知症を見守るために、医師・歯科医師・薬剤師・看護師・ケアマネジャ
ー・介護職・行政・地域包括支援センター職員・警察など多職種による「顔の見える関係づくり」と実例を
活用したグループワークを通し考え方を共有し現場に活かす取組みを行っている。

○超高齢化社会に対応するための地域医療が求められる。
病院を早期退院した医療の依存度の高い患者が安心して暮らせる施設として、訪問診療・看護・リハビリ・
介護・入浴などを組合せた医療度の高い要介護者でも入れる施設、「IWAO」モデル地域医療が名古屋市内
で行われている。

半田市に活かせること
・2025年問題だけではなく、2040年を見据えた社会保障・福祉を作っていく。
・健康寿命の延伸と高齢者就業拡大のための政策づくりを行う。
・半田市版「介護支援ボランティア制度」の実施。
・多職種連携による認知症対策の取組み。
・「IWAO」モデル地域医療を参考に半田市版の地域医療の取組みを行う。

＜参加者　山本半治・坂井美穂＞
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